
　

俳　

句	

　
　
　
　
　

尾

形

千

寿　

選

仏
壇
に
供
ふ
湯
気
立
つ
栗
御
飯　
　
　
　

宮
崎
豊
子

風
と
来
て
風
と
去
り
け
り
秋
の
蝶　
　
　

田
中
久
枝

夜
の
長
し
夫
と
の
会
話
ち
ぐ
は
ぐ
に　
　

田
坂
峰
子

雨
音
に
目
覚
め
て
見
れ
ば
雨
月
か
な　
　

橋
詰
豊
志

滝
音
の
奥
な
る
山
の
ミ
ニ
札
所　
　
　
　

山
岡
千
純

秋
晴
や
今
日
平
穏
に
一
ト
日
過
ぐ　
　
　

河
端
道
子

子
の
視
線
集
め
鬼
灯
鳴
ら
し
を
り　
　

猪
瀬
美
智
子

田
の
畦
を
真ま

つ

か赤
に
そ
め
る
彼
岸
花　
　
　

田
中
七
郎

　

川　

柳	

　
　
　
　
　

平

尾

忠

文　

選

主
婦
廃
業
と
添
え
る
一
品
冷
奴　
　
　
　

三
谷
福
美

八
十
路
で
も
オ
ー
ル
ス
タ
ー
に
血
が
騒
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
時
子

お
偉
方
メ
デ
ィ
ア
で
ま
た
も
頭
下
げ　
　

杉
田
知
恵

ひ
が
ん
花
畦
や
お
墓
で
咲
き
ほ
こ
る　

高
橋
ト
シ
子

作
る
時
渡
す
時
二
度
楽
し
い
ね　
　
　

今
井
マ
サ
コ

背
は
縮
み
腹
囲
は
増
し
て
検
診
日　
　
　

徳
永
洋
子

体
調
の
よ
い
休
日
が
有
難
度
い　
　
　
　

飯
尾
時
子

独
り
暮
ら
し
無
駄
の
多
さ
に
知
恵
絞
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
河
ヨ
ネ
子

　

短　

歌	

　
　
　
　
　

藤

田

虎

雄　

選

見み

馴な

れ
い
し
深
き
緑
の
笠
松
山
大た

い

か火
に
遇あ

い
て
黒
き

山
と
化
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
部
敬
子

真ま

な

つ夏
真ま

ひ

る昼
き
ら
き
ら
白
き
腕
拡ひ

ろ

げ
入
道
雲
は
巨
人
の

ご
と
聳た

つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
見
田
鶴
子

遅お
そ

蒔ま

き
の
朝
顔
や
っ
と
咲
き
に
け
り

紫
む
ら
さ
き

絞し
ぼ

り
秋
の

陽ひ

に
映は

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
和
佐
弥
生

雑
草
の
中
の
蕾

つ
ぼ
み

の
彼
岸
花
見み

い入
り
て
お
れ
ば
遮
断
機

上あ

が
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田　

薫

手た

お折
り
き
し
金き

ん
も
く
せ
い

木
犀
は
独ひ

と

り
居い

の
わ
れ
を
や
さ
し
く

包つ
つ

み
て
匂
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
千
恵
子

幾い
く
と
せ年

も
添そ

い
し
夫つ

ま

へ
の
独ひ

と

り
言ご

と

空む
な

し
く
ひ
び
き
鈴り

ん

も

さ
み
し
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星
加
房
子

年と
し

だ
か
ら
と
弱よ

わ

ね音
を
吐は

か
ず
こ
の
先さ

き

も
お
洒し

ゃ
れ
ご
こ
ろ

落
心
を

持
ち
て
生
き
た
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤　
　

泉

一
人
観み

る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
感
動
す
明あ

す日
へ
の
希

の
ぞ
み

高
く
持
ち
つ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
原
あ
け
み

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
　

作
品
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は

ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
毎
月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先
　

〒
７
９
３―

８
６
０
１
　

明
屋
敷
１
６
４

　

市
庁
舎
本
館
　

総
務
課
　

広
報
情
報
係

　

℡
０
８
９
７―

５
２―

１
２
０
４

10
月
号
に
掲
載
し
た
文
芸
広
場
で
、
川
原
利
代
さ
ん
の
句
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

﹇
正
﹈
音
優
し
棚
田
棚
田
に
掛
け
る
水
　

﹇
誤
﹈
昔
優
し
棚
田
棚
田
に
掛
け
る
水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こんにちは。私はアメリカ合衆国フロリダ州出身の、スティーブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン・ダンズビーといいます。現在は東予地域に住み、東予西中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　と、国安・吉岡・庄内小学校と、いくつかの幼稚園と保育園でＡＬ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔとして英語を教えています。大人に英会話も教えています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私はアメリカ以外の国に住むのが初めてなので、日本では新しい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　経験をたくさんしています。かなりワクワクする日々です！　日本
へ来る前は、１年間フロリダ州で小学校の先生をしていたため、日本の子どもに会えて、英語を教えられる
ことがとても楽しいです。日本とアメリカの生徒の共通点と相違点を見比べるのも、とても興味深いです。
　私は犯罪学を専攻し、フロリダ大学を卒業して、日本へ来る前に１年間大学院での研究を終えました。将
来は、教師になることを考えています。大学の教授になることも視野に入れているので、日本での教師とし
ての経験が将来に生かされると信じています。
　大学では日本語も勉強しましたが、実際に来日してから、勉強が十分でなかったなと思います。西条の皆
さんとよりよくコミュニケーションがとれるように、日本語の勉強も気合を入れて頑張ります。今まで皆さ
んが私をすごく優しく迎えてくれているので、きちんとした日本語でお礼を言えたらと思っています。
　私にとってまだ日本はすごく新しいところですが、ここでの生活にだんだん慣れてきている気がします。
たとえば、日本での私の食生活に欠かせない日本語が「タコ」と「から揚げ」であることも分かりました。
愛媛県に住んでいる間にいろいろしたいことがありますが、まずは自分が落ち着いて、西条に慣れて、市民
の皆さんにお会いすることが今の主な目標です。よろしくお願いします。　　 ＜訳：国際交流員ケイレブ＞

▲外国語指導助手

　スティーブン・
　　　　　　ダンズビー さん
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